
潜⽔⼠試験 A 
（平成15年7⽉〜平成15年12⽉ 実施分）

問１ （ 潜 ⽔ 業 務 ）

 圧⼒に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）真空をゼロとした圧⼒表⽰を絶対圧⼒といい、これに対し地上（海⾯付
  近）における⼤気圧をゼロ基準とした圧⼒表⽰をゲージ圧⼒という。
（２）３気圧、１８℃の環境下における空気の密度は、１気圧、１８℃の環境
  下の場合の３倍になる。
（３）静⽌している流体中の任意の⼀点では、あらゆる⽅向の圧⼒がつり合っ
  ている。
（４）海⽔中の深度２０ｍで潜⽔時に受ける圧⼒は、⼤気圧と海⽔圧の和であ
  り、絶対圧⼒で０.３ＭPa{３kgf/cm2}となる。
（５）⽔深が同じであれば、潜⽔者の受ける圧⼒は海⽔中より淡⽔中がわずか
  に⼤きい。

問２  空気を吹き込んだゴム⾵船を⽔深２５ｍまで沈めたとき、⾵船の体積
は、⽔
⾯上にあるときの体積の何倍になるか。

（１）１/３
（２）１/６
（３）２/５
（４）２/７
（５）３/７

問３  光や⾳の伝播に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）⾳は、⽔中において空気中の⾳速の３倍の速度で伝わり、また、⻑い距
  離を伝達するので両⽿効果が減少する。
（２）ヘリウムを⽤いた混合ガス中では、⾳声の歪みが⼤きく、明瞭度が低下
  する特性がある。
（３）⽔中では⾚い⾊が最も吸収されやすいので、物が⻘いフィルターを通し
  たときのように⾒える。
（４）光は、空気と⽔の境界において⼀定の⼊射⾓以内では屈折し、その屈折
  率は４/３である。
（５）濁った⽔中でよく⾒える⾊は、蛍光性のオレンジ、⽩、⻩の順である。

問４  潜⽔の種類に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。



（１）潜⽔に⽤いる呼吸⽤のガスには、「ヘリウム－酸素混合ガス」、「ヘリ
  ウム－酸素－窒素三種混合ガス」や、通常の空気より酸素を多くし窒素を
  減少させた「窒素－酸素混合ガス」がある。
（２）軟式潜⽔は、直接、⼈体に⽔圧を受けるため、⽔中で⼿⾜の能⼒を⾃由
  に発揮することが困難である。
（３）軟式潜⽔は、送気式と⾃給気式に分類されるが、安全性を向上させるた
  め、その併⽤型もある。
（４）送気式潜⽔は、ホース式潜⽔ともいわれ⽔中での⻑時間の作業に適して
  いる。
（５）硬式潜⽔とは、潜⽔者が潜⽔球などのような硬い殻に⼊って、⼤気圧の
  状態で作業を⾏う潜⽔のことである。

問５  送気式潜⽔に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）ヘルメット式潜⽔は、常時、連続的に潜⽔者に送気が⾏われる定量送気
  ⽅式である。
（２）ヘルメット式潜⽔は、呼吸が楽に⾏えて船上と電話などで明瞭に通信が
  ⾏える。
（３）マスク式潜⽔は、潜⽔者が装着したデマンド式レギュレーターをつけた
  マスクに送気する⽅式である。
（４）フーカー式潜⽔は、スクーバ式潜⽔並みの軽装備であるが、スクーバ式
  のようなボンベによる空気量の制限を受けることがない。
（５）フーカー式潜⽔は、⽐較的浅い深度での⻑時間の潜⽔作業で広く⾏われ
  る。

問６  吹き上げに関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）スクーバ式潜⽔でウエットスーツを使⽤した場合、吹き上げはまず起き
  ない。
（２）ヘルメット式潜⽔による場合、排気弁が⼗分に操作できないときの吹き
  上げの防⽌⽅法の⼀つに、潜⽔服の袖⼝を広げ空気を抜くことがある。
（３）ヘルメット式潜⽔による場合、⾝体を横にする姿勢をとるときは、潜⽔
  服を必要以上にふくらませないようにする。
（４）ヘルメット式潜⽔による場合、流れの速い場所では、送気ホースや信号
  索を強く張るようにする。
（５）ヘルメット式潜⽔による場合、吹き上げにより、ヘルメット内浸⽔によ
  る窒息や潜⽔服の破裂を起こすことがある。

問７  特殊な環境等での潜⽔に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。



（１）⽔の熱伝導率は、空気と⽐べると２３倍以上もあり冷⽔中では体熱の損
  失が⼤きい。
（２）冷⽔中ではウェットスーツよりドライスーツの⽅が体熱損失が少ない。
（３）⾼地での潜⽔では、環境圧⼒が１絶対気圧より低い分だけ潜⽔深度との
  圧⼒差が⼤きくなるので減圧症の危険性が⾼い。
（４）海⽔は電気抵抗が⼩さいことから、⽔中アーク溶接作業において感電の
  危険性はない。
（５）淡⽔は海⽔に⽐べて塩分が⾮常に少ないので、淡⽔中では潜⽔者が外傷
  を受けると化膿しやすい。

問８  潜⽔服に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）フーカー式潜⽔で使⽤するウエットスーツは、スーツ内部に⽔が全く⼊
  らない密封構造となっている。
（２）ヘルメット式潜⽔で使⽤する潜⽔服は、体温保持と浮⼒調節のため内部
  に相当量の空気を蓄えることができるようになっている。
（３）マスク式潜⽔では、通常、マスク式潜⽔専⽤のウエットスーツが使⽤さ
  れる。
（４）スクーバ式潜⽔で使⽤する潜⽔服は、⽊綿とナイロンの混紡⽣地にゴム
  引きした布を２枚張り合わせて作られている。
（５）ヘルメット式潜⽔で使⽤するドライスーツは、スポンジ状のゴム服地を
  材料としている。

問９  スクーバ式潜⽔で使⽤する⾼圧コンプレッサーに関する次の記述のう
ち、誤
っているものはどれか。

（１）⾼圧コンプレッサーは空気を⾼圧にしてボンベに充填する機械で、最⾼
  充填圧⼒が２０ＭPa{２００kgf/cm2}のものが多い。
（２）⾼圧コンプレッサーには調整⽤空気槽と予備空気槽を設けなければなら
  ない。
（３）⾼圧コンプレッサーは冷却⽅式により⼤きく空冷式と⽔冷式に区分され
  る。
（４）⾼圧コンプレッサーは駆動⽅式によりモータ、ガソリンエンジン、⼜は
  ディーゼルエンジンの⽅式に区分される。
（５）⼀定以上の処理容積をもつ⾼圧コンプレッサーを使⽤する場合は、都道
  府県知事の許可を受ける必要がある。

問１０  潜⽔業務の管理に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）浮上速度は毎分１０ｍ以下とする。
（２）緊急事態により浮上速度を速めた潜⽔者は、浮上後直ちに再圧室に⼊れ



  最⾼潜⽔深度相当圧まで加圧するが、この加圧速度は緊急であるため毎分
  ０.０８ＭＰa{０.８kgf/cm2}を超えてもよい。
（３）潜⽔業務を⾏うときは、潜⽔者に純酸素を吸⼊させない。
（４）潜⽔者と連絡員が通話装置により通話可能な場合には、信号索は携⾏し
  なくてよい。
（５）潜降索（さがり綱）には、減圧深度を表⽰する⽊札、布等を取り付けて
  おく。

問１１ （送気、潜降及び浮上）

 潜⽔業務に⽤いる送気設備に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。

（１）潜⽔作業船の機関室内に設置した空気圧縮機は、ストレーナーを機関室
  の外に設ける。
（２）空気圧縮機の動⼒は、⼩型の潜⽔作業船では船の推進⽤動⼒を⽤いるこ
  とがある。
（３）空気圧縮機の圧縮効率は、圧⼒が⾼くなるほど低下する。
（４）ボンベからの送気は、第⼀段減圧部において１ＭＰa{１０kgf/cm2}前
後
  にまで減圧し、さらに第⼆段減圧部において潜⽔深度に応じた圧⼒まで減
  圧する。
（５）送気量を計るための流量計は、空気槽と空気清浄装置との間に取り付け
  る。

問１２  送気量が⼤気圧下で毎分３２０リットルの空気圧縮機から送気をう
け、毎分
６０リットルの空気を消費する潜⽔器を⽤いて潜⽔を⾏う場合、潜⽔できる最
⾼の⽔深は次のうちどれか。

（１）３０ｍ
（２）３５ｍ
（３）４０ｍ
（４）５０ｍ
（５）５５ｍ

問１３  潜⽔業務に⽤いる空気槽に関する次の記述のうち、誤っているものは
どれか。

（１）空気圧縮機から送られる圧縮空気は、脈流となるので、必ず空気槽が備
  えられている。
（２）予備空気槽は、調節⽤空気槽と⼀体に組み込まれているのが⼀般的であ



  る。
（３）調節⽤空気槽は、空気の流れを整えると同時に、送気に含まれる⽔分や
  油分を分離させる。
（４）空気槽は、１⽇の作業終了後に必ずドレーン抜きをしなければならな
い。
（５）予備空気槽は、最⼤の潜⽔深度に相当する圧⼒に耐える強度を有しなけ
  ればならない。

問１４  ヘルメット式潜⽔器に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。

（１）ヘルメット右後部に設けられた排気弁は、浮⼒調節⽤で、潜⽔服内の余
  剰空気や潜⽔者の呼気を排出する。
（２）排気弁は、潜⽔者⾃⾝が頭で押して操作するほか⼿を使って外部から調
  節することもできる。
（３）排気弁の反対側に取り付けられたドレーンコックのレバーを開閉して、
  送気に含まれる⽔分や油分をヘルメットの外へ排出する。
（４）ヘルメット後部上⽅の送気管取付⼝の中には逆⽌弁が組込まれていて、
  この弁で送気の逆流を防いでいる。
（５）潜⽔服内の空気が下半⾝に⼊り込まないようにするために腰部をベルト
  で締め付ける。

問１５  潜⽔作業における注意事項に関する次の記述のうち、誤っているもの
はどれ
か。

（１）潜降速度は特に規定はないが、通常１分間に１０ｍ程度の速度が適切で
  ある。
（２）潜降時は潜降索により徐々に潜降し、途中、⽿痛を感じたときは潜降索
  につかまって⽿抜きをする。
（３）潜⽔作業中、連絡員と潜⽔者との連絡は⽔中電話や信号索を⽤いるが、
  場合によっては送気ホースを⽤いる。
（４）漁網や海藻などにからまれた場合は、直ちに潜⽔装備を放棄して浮上す
  る。
（５）荒天時や潮流の激しいときは、空気のなくなったボンベを背に顔を下に
  して、陸や船から遠く離れたところを漂うことは危険であるため、ボンベ
  を背にして上向き姿勢になる。

問１６  浮上に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）浮上速度は緊急時以外は毎分１０ｍを超えないように浮上する。
（２）浮上深度が無停⽌の範囲内の潜⽔であっても、６ｍもしくは３ｍで安
  全停⽌を⾏う。



（３）スクーバ式潜⽔でＢＣを装着して浮上する場合、インフレーターを肩
  より上に上げいつでも排気ボタンを押せる状態で周囲を確認しながら浮
  上する。
（４）視界が極端に悪いため浮上中か沈降中か分からないような場合は、マ
  スクが顔に押し付けられているときは浮上していると判断できる。
（５）救命胴⾐による浮上は、速度調節ができないので急速浮上による空気
  塞栓や減圧症を引き起こし易い。 
問１７  作業船に関する次の記述のうち誤っているものはどれか。

（１）陸岸から離れた場所で潜⽔作業を⾏う場合は、潜⽔作業船を作業基地
  として使⽤する。
（２）作業船は潜⽔作業中にスクリューが絶対に回転することがないように、
  クラッチ固定装置を設置し、スクリューカバーを取付ける必要がある。
（３）作業船には、船舶安全法や⼩型船舶安全規則に定められた船舶検査証
  を備えなければならない。
（４）潜⽔作業中は、海上衝突予防法に定められた国際信号旗のＢ旗を作業
  船に掲げなければならない。
（５）潜⽔作業船は、全⻑１２ｍ前後の鋼製⼜はFRP製で、コンプレッサー等
  の原動機を兼ねた７４kＷ前後の主機を備えたものが多い。

問１８  ⽔深１０ｍ以上の場所で、⼀定時間を超えて潜⽔業務を⾏う場合にお
ける緊
急時の浮上と事後処置に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）緊急浮上時には、なるべく潜⽔業務⽤時間表による第１回の浮上停⽌を
  ⾏い、その後は浮上停⽌を⾏わないで法定の速度で⽔⾯まで浮上する。
（２）特に緊急を要し、途中で浮上停⽌を⾏う余裕がない場合でも、できるだ
  けゆっくり浮上する。
（３）浮上後に減圧症状が現われたとき、医師による再圧治療を⾏う。
（４）再圧室による加圧は、緊急浮上後３分以内に開始することがのぞまし
い。
（５）潜⽔者が再圧室に⼊ったら直ちに第⼀回⽬の浮上停⽌の⽔深に相当する
  圧⼒まで加圧し、その後時間表に従った減圧をする。

問１９  １⽇２回の潜⽔業務について、１回⽬２０ｍ、２回⽬２６ｍの深度で
⾏うこ
ととし、１回⽬の潜⽔時間を６５分とした場合、２回⽬の潜⽔時間の限度は次
のうちどれか。（本問及び問２０は、別表(１)、(２)を⽤いて算出し、業務間
ガス圧減少時間は法定どおりとすること。）

（１）１００分
（２）１２５分
（３）１３５分



（４）１６０分
（５）１６５分

問２０  前問に関して、２回⽬の潜⽔時間を４０分とした場合の浮上停⽌の位
置と停
⽌時間は次のうちどれか。

（１）⽔深６ｍで２７分、⽔深３ｍで２５分
（２）⽔深６ｍで２６分、⽔深３ｍで２２分
（３）⽔深６ｍで１８分、⽔深３ｍで１６分
（４）⽔深６ｍで ８分、⽔深３ｍで１６分
（５）⽔深３ｍで ７分







潜⽔⼠試験 Ｂ
問１ （ ⾼ 気 圧 障 害 ）

 ⼈体における呼吸器系に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。



（１）ガス交換は、肺胞内の空気と肺胞を取り巻く⽑細⾎管内の⾎液との間
で、
  圧⼒の⾼いガスが圧⼒の低いガスの⽅へ⼊り込み、次第に均等な濃度にな
  る現象である。
（２）呼吸運動によって肺の換気が⾏われるためには、⾎液中の⼆酸化炭素（
  炭酸ガス）によって呼吸中枢が刺激されなければならない。
（３）肺活量は、性、年齢、⾝⻑などによる個⼈差があり、訓練によって増加
  するものではない。
（４）安静時における１分間の呼吸量は６〜７リットルで、労働時には５０リ
  ットルにも増加することがある。
（５）気道は、⿐腔、⼝腔、咽頭、喉頭、気管などからなるが、ガス交換の機
  能は持っていない。

問２  ⼈体の循環器に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）左⼼室から送り出された⾎液は、酸素や栄養素を含んでおり、⼤動脈か
  ら動脈、⼩動脈、⽑細⾎管を介して全⾝に供給される。
（２）⽑細⾎管は、酸素や栄養素を細胞に供給し、細胞から⼆酸化炭素（炭酸
  ガス）や⽼廃物を受け取る。
（３）右⼼房から右⼼室に⼊った⾎液が左⼼房に戻ってくるまでを、体循環と
  いう。
（４）⾎圧は、通常は動脈の内圧を意味し、⾎管の内径と⾎液の流量によって
  定まる。
（５）⾎圧は、種々の影響を受けて変動し、同⼀⼈でも常に⼀定というわけで
  はない。

問３  ⼆酸化炭素（炭酸ガス）中毒に関する次の記述のうち、誤っているもの
はど
れか。

（１）吸気の⼆酸化炭素の分圧が上昇すると、呼吸が深くなって呼吸回数が増
  える。
（２）⽔深３０ｍ以上になると、空気密度の増加のため気道抵抗が増え、肺の
  換気が⼗分⾏えないので、⼆酸化炭素が体内にとどまりがちとなる。
（３）中毒症状として、顔⾯が蒼⽩になることがあるが、紅潮することはな
い。
（４）体内での⼆酸化炭素の蓄積は、窒素酔いや減圧症などにかかりやすくな
  る。
（５）ヘルメット式潜⽔において⼆酸化炭素中毒を予防するには、常に規定に
  よる送気を⾏う必要がある。

問４  窒素酔い及びその予防法に関する次の記述のうち、誤っているものはど



れか。

（１）窒素酔いにかかると、頭痛、めまい、吐き気などの症状が現れる。
（２）再圧室を利⽤し窒素酔いに対する抵抗⼒をつけることによって、予防す
  ることができる。
（３）深い潜⽔では、窒素酔いの予防のため呼吸ガスに「ヘリウム－酸素－窒
  素」などのヘリウム混合ガスを使⽤する。
（４）スクーバ式潜⽔では、窒素酔い予防のため⽔深４０ｍを超えないように
  する。
（５）窒素酔いを起こしたときは、直ちに浮上（減圧）すると症状が消失す
る。

問５  潜⽔器によるスクイーズの原因等に関する次の記述のうち、誤っている
もの
はどれか。

（１）装着したヘルメットやマスクなどの潜⽔器具と潜⽔者の体の空間の圧⼒
  が、外側の⽔圧より⾼くなったときに起こる。
（２）ヘルメット式潜⽔では、浮⼒の不⾜で潜⽔墜落したときに起こる。
（３）送気が不⼗分になったり、全く⽌まってしまった状態のとき、潜⽔ヘル
  メットや⾯マスクの逆⽌弁がきかないときに起こる。
（４）⾯マスクをした素潜りでは、急速に潜降したときに起こることがある。
（５）ヘルメット式潜⽔でスクイーズを起こしたときは、頭全体が膨れ上がり
  ⽪下出⾎で⾚⿊くなる。

問６  酸素中毒等に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）⼤気圧中において、⻑時間純酸素を吸⼊すると呼吸器に炎症性変化を起
  こす。
（２）酸素中毒は、暑いとき⼜は寒いときに起こりやすい。
（３）酸素中毒の発⽣には、吸気の酸素分圧と吸⼊時間が関係するが、⼈によ
  って⼤きな差があり、同⼀⼈でも⽇によってかなり違うことがある。
（４）酸素中毒には、中枢神経型（急性型）と肺型（慢性型）がある。
（５）酸素中毒は、送気中に⼆酸化炭素（炭酸ガス）が多いときには起こりに
  くい。

問７  減圧症に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）呼吸循環器型はチョークスと呼ばれ、息が詰まる感じが特徴で呼吸が早
  く咳き込むようになる。
（２）チョークスは進⾏すると脈拍が速くなり、⾎圧が急激に低下するショッ
  ク症状に進むことがある。



（３）⽪膚型減圧症では、⾝体が痛がゆい感じになり、⼤理⽯班ができること
  もある。
（４）⽪膚型減圧症では、丘疹と呼ばれる⼩さな突起ができたりするが、これ
  らの症状は重い症状の前触れになることもある。
（５）いわゆるベンズとは、中枢神経が侵され下半⾝の運動⿇痺や、排便の障
  害を⽣じるような症状である。

問８  再圧室の構造等に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）電気のスイッチと差込接続器は外部に設け、また、電路は内部で分岐し
  ないこと。
（２）主室と副室には、内部が⼗分観察できる位置に観察窓を設けること。
（３）複室型の主室と副室との間のドアは、気密性がよく、かつ、主室と副室
  の圧が等しいときには、容易に開くことができるものであること。
（４）再圧室の外ドアは、内圧と外圧が等しいときに、内外から容易に開くこ
  とができるものであること。
（５）室の⼤きさは、１⼈がゆっくり座ることができる程度の広さを有するこ
  と。

問９  潜⽔作業者の健康管理に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。

（１）肥満症と診断された者は、潜⽔業務で健康が悪化することはないので潜
  ⽔業務に従事させることができる。
（２）リウマチスにかかっている者は、潜⽔業務に従事させない。
（３）特殊健康診断での関節部のエックス線による検査は、⾻障害のチェック
  のために⾏うもので、通常、股関節、肩関節等が対象となる。
（４）減圧症の再圧治療が終了した後しばらくは、体内にまだ余分な窒素が残
  っているので、再び潜⽔すると減圧症を再発することがある。
（５）重い減圧症にかかったことのある者や呼吸・循環器の弱い者は、潜⽔業
  務に従事させないほうがよい。

問１０  ⼼肺蘇⽣法に関する記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）⾃発呼吸があるかを確認し、ない場合は被災者の気道を確保して⼈⼯呼
  吸を開始する。
（２）⼝対⼝呼気吹き込み法で⼈⼯呼吸を⾏う場合、被災者の呼気排出は腹部
  を押さえて排出させる。
（３）⾆根が気道を完全に閉塞しているときは、胸が動いていても呼吸⾳は聞
  こえないこともある。
（４）⼼臓が停⽌している場合は、⼈⼯呼吸と⼼マッサージを組み合わせて⾏
  う。



（５）⼼マッサージが有効に作⽤していれば、頸動脈で拍動を感知できるよう
  になる。

問１１ （ 関 係 法 令 ）

 厚⽣労働⼤⾂が定める構造規格を具備しなければ使⽤してはならないもの
は、
次のうちどれか。

（１）潜⽔作業に⽤いる送気⽤⼿押ポンプ
（２）送気量を計るための流量計
（３）送気管
（４）潜⽔器
（５）潜⽔服

問１２  空気圧縮機により送気するときの設備等に関する次の記述のうち、誤
ってい
るものはどれか。

（１）空気槽は、潜⽔者ごとに設けなければならないが、予備空気槽は条件に
  よっては設けなくてもよい。
（２）空気清浄装置は、必ず設けなければならない。
（３）潜⽔作業者に圧⼒調整器を使⽤させる場合でも、流量計は必ず設けなけ
  ればならない。
（４）定量送気式の場合の送気量は、潜⽔者ごとに、その⽔深の圧⼒下におい
  て、毎分６０リットル以上としなければならない。
（５）空気圧縮機は、１週間に１回以上点検しなければならない。

問１３  労働者に対し特別の教育を⾏うことが義務づけられている業務は、次
のうち
どれか。

（１）⽔深１０ｍ未満の場所における潜⽔業務
（２）圧⼒調整器を点検する業務
（３）潜⽔器を点検する業務
（４）再圧室を操作する業務
（５）潜⽔⽤空気圧縮機を運転する業務

問１４  潜⽔業務とこれに対応して潜⽔作業者に携⾏、着⽤させなければなら
ない物
との組合せとして、正しいものは次のうちどれか。



（１）⼿押ポンプから送気を受けて⾏う潜⽔業務
   ……… 信号索、⽔中時計、コンパス、鋭利な刃物
（２）空気圧縮機から送気を受けて⾏う潜⽔業務（通話装置がない場合）
   ……… 信号索、⽔中時計、コンパス、鋭利な刃物
（３）空気圧縮機から送気を受けて⾏う潜⽔業務（通話装置がある場合）
   ……… ⽔中時計、⽔深計、浮上早⾒表
（４）ボンベ（潜⽔作業者に携⾏させたボンベを除く｡）から給気を受けて⾏
  う潜⽔業務
   ……… 信号索、⽔中時計、⽔深計
（５）スクーバ式潜⽔器による潜⽔業務
   ……… ⽔中時計、⽔深計、鋭利な刃物、救命胴⾐

問１５  次に掲げる潜⽔器具（携⾏したボンベから給気を受けて⾏う潜⽔業務
にかか
るものを除く。）のうち、潜⽔前に点検が義務づけられていないものはどれ
か。

（１）⽔深計
（２）さがり綱
（３）信号索
（４）送気管
（５）潜⽔器

問１６  潜⽔業務の作業時間等については、法令で定められた潜⽔業務⽤時間
表（⾼
気圧作業安全衛⽣規則第２７条別表第２）により基準が⽰されているが、この
表に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）この時間表は、⽔深１０ｍを超える場所での潜⽔作業に関する表であ
る。
（２）⼀⽇についての潜⽔回数の制限は定められていない。
（３）この表の潜⽔時間とは、潜降開始から浮上開始までの時間である。
（４）体内ガス圧係数は、最⾼潜⽔深度における体内の窒素ガス圧と潜⽔前の
  窒素ガス圧との⽐である。
（５）業務終了後ガス圧減少時間とは、その⽇の最終の浮上を終了した後に、
  引き続いて与え、その間は重激な業務に従事させてはならない時間であ
る。

問１７  連絡員に関する次の記述のうち、法令に規定されていないものはどれ
か。



（１）事業者は、潜⽔作業者２⼈以下ごとに１⼈連絡員を配置しなければなら
  ない。
（２）連絡員は、潜⽔作業者と連絡をとり、その者の潜降や浮上を適正に⾏わ
  せる。
（３）連絡員は、潜⽔作業者への送気の調節を⾏うためのバルブ⼜はコックを
  操作する業務についての特別の教育を受けた者から選ばなければならな
い。
（４）連絡員は、送気設備の故障その他事故により潜⽔作業者に危険⼜は健康
  障害の⽣ずるおそれがあるときは、すみやかに潜⽔作業者に連絡する。
（５）連絡員は、ヘルメット式潜⽔器を⽤いて⾏う潜⽔業務にあっては、潜降
  直前に潜⽔作業者のヘルメットが、かぶと台に結合されているかどうかを
  確認する。

問１８  潜⽔業務に常時従事する労働者に対しては、特別の項⽬による健康診
断を実
施することが義務づけられているが、その項⽬に該当しないものは次のうちど
れか。

（１）既往歴及び⾼気圧業務歴の調査
（２）四肢の運動機能の検査
（３）視⼒の測定
（４）⿎膜及び聴⼒の検査
（５）肺活量の測定

問１９  再圧室に関する次の記述のうち、法令上、誤っているものはどれか。

（１）⽔深１０ｍ以上の場所で潜⽔業務を⾏うときは、再圧室を設置し、⼜は
  利⽤できるような措置を講じなければならない。
（２）再圧室を使⽤するときは、再圧室の操作を⾏う者に、加圧及び減圧の状
  態その他異常の有無について常時監視させる。
（３）再圧室を使⽤したときは、そのつど、加圧及び減圧の状況を記録する。
（４）再圧室については、設置時及び設置後３⽉を超えない期間ごとに⼀定の
  事項について点検する。
（５）関係者以外の者の再圧室設置場所への⽴⼊りを禁⽌し、その旨を⾒やす
  い箇所に表⽰する。

問２０  法令に基づく潜⽔⼠免許試験や免許に関する次のＡからＤまでの記述
につい
て、誤っているものの組合せは(１)〜(５)のうちどれか。

Ａ ⽔深１０ｍ未満での潜⽔業務においては潜⽔⼠免許は必要ない。
Ｂ 潜⽔⼠免許試験に合格しても満１８才にならないと免許は与えられない。



Ｃ 故意⼜は重⼤な過失により、重⼤な事故を発⽣させたときは、免許の取り
 消し等の処分を受けることがある。
Ｄ 免許証を滅失したときは、試験を受けた安全衛⽣技術センター所⻑に対
し、
 再交付申請をする。
（１）Ａ，Ｂ
（２）Ａ，Ｃ
（３）Ａ，Ｄ
（４）Ｂ，Ｃ
（５）Ｂ，Ｄ

                （終り）
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